第七課　　ゴミ
単　　語

　気遣い
担心、挂念、不放心
　田中さんなら失敗する気遣いはない
　それはよけいなきづかいだ。

　減らす
①减少、缩减
　海鮮を減らしてもっと野菜を食べましょう。
　費用を減らす
②空腹、饿肚子
　息子が腹を減らして私が待っている。
面倒臭い
①接尾词“臭い（くさい）”接在部分名词后面，表示“有……的气味、味道、派头、样子”。此时多用于贬义 。
　酒くさい　　タバコくさい
　ガスくさい
　私の先生は詩人くさいところがある。
②接尾词“臭い（くさい）”接在部分表示不愉快意义的形容动词词干后面，起加强意思的作用。
　面倒くさい
　ばかくさい
手を打つ
①拍手、鼓掌
②采取措施、设法
　会社が広大するように手を打たなければならない。
③（买卖）达成协议、成交
　その値段と品質で手を打った。
　埋もれる
①（被）埋上、压埋
　木の枝は雪に埋もれる。
　地下に埋もれた遺跡を発掘する。
②埋没、默默无闻
　埋もれた文学作品。
育つ
①发育、成长、生长
　子供たちは病気もせずにすくすくと育っているのをお願いします。
　彼女は安徽で生まれ育った。
②（進歩する）
　彼の能力は日一日と育っていた。

引き起こす    引起、惹起
　紛争を引き起こした
　世界大戦を引き起こす。
　汚す  弄脏
　シャツを汚した。
　靴を汚さないでください。

生み出す
①产生出、创造出
　問題を解決する方法を生み出した。
　作品を生み出す
②开始产
　ほら、にわとりが卵を生み出した。

関する
（与）有关；关于
　あの人の死に関するもの。
　それは私に関したことではない。
　そのことに関しては私はぜんぜん知らない。

　次第
①听其自然、听凭
　人の言う次第になる
②要看……（而定）
　この事は成功あるいは失敗は人次第だ。
　成功するかどうかはふだんの心がけ次第だ。
③一……立即、立刻、随即
　電話を受ける次第すぐに来てください。
文　　法
1～ようがない
“よう”接在动词连用形后面，表示方法。“ようがない”表示“无法……”。
　　このパソコンはこんなにひどく壊れていては、直しようがない。
　 　材料がなければ、いくら料理が上手でも作りようがない。
　　あの二人の友情はもう直しようがない。 

　2“あたり”和“へん”
（1）“あたり”单独使用表示“附近、周围”，也可以接在其他名词后面表示“……　左右”、“……之类”。汉字一般写作“辺り”。
　 朝目覚めた時、あたりは雨の世界だった。
　 来週の週末あたり台湾へ行く。
（2）“へん”和“あたり”意思相同，也表示“附近、周围”，但一般都和连体词“この”、“その”、“あの”、“どの”等一起使用。有时也表示事物进展的大至程度。汉字一般写作“辺”。
　 このへんはうちの会社の工場だ。
　 このへんでやめておこう。
　3接尾词“だらけ”
“だらけ”接在名词后面，表示贬义的“很多”。
　会社が倒産するために、今、私はだらけです。
　泥だらけの子供。
　張さんの報告は間違いだらけだ。
　欠点だらけの人ですが、自分の長点もあります。
　4～ほかでもない（なく）、…である／だ
　表示“不是别的，是……。” 
　 今度の試験問題はほかでもない、村下が作るのだ
　 部長は結婚した噂を言う人はほかでもなく、部長自分です。
　子供の時からからやりたい仕事はほかでもなく、記者である

　5动词连用形+“よい
　“よい”是补助形容词，接在意志动词的连用形后面，（不能接在无意志动词和表示自然现象的动词后面），表示行为、动作主体的一种主观评价，主体在进行某一行为时感到舒服、顺畅。口语中常用“いい”。
　 最近ははきいいセータはみつけにくい。
　 住みよい部屋を買いたい。
前　　文

ゴミの処理は多くの国で問題になっている。ほかの国にゴミを運んで、処理をたのむ場合もあるそうだ。日本でも最近、関東地方のある県が、遠く東北地方にまでゴミを運んで処理をたのんだが、話し合いがうまくいかなくて、まだ問題が解決していないそうである。とくに ビニール やプラスチックのゴミは処理が難しく、地中に埋めることが多いが、埋める場所も限界に近づいている。
   最近の『広報東京都』に、「各家庭から出るゴミは、一人ひとりのちょっとした努力と気づかい で減らす ことができます」という記事が出ていた。また、けさの新聞には、北海道のある町の場合についての投書が出ていた。ゴミを出す時は乾電池、生ゴミ、固形 燃料など六種類に分けて出す。乾電池は市中の数か所にあるポストに捨てる。生ゴミは処理して、老人のための施設で燃料として使うそうである。「ゴミをこまかく分けて出すのは、最初はめんどうくさいですけど、そのうちになれてしまいます」と投書者は言う。
   このような捨てかたの工夫も大切であるが、ゴミをあまり出さないようにすることも必要であろう。買い物をするたびに包み紙を捨てなければならない。おくりものをもらうと、きれいな包み紙の中にまた箱やカンがあって、結局、中のものとおなじぐらいのゴミが出る。しかし、きれいな包み紙がなければ、商品は売れないのが現実だ。「一人ひとりの努力」だけでは不十分である。 商品の流通 機構 そのものをかえなければ、ゴミ問題は解決しようもない。

会　　　話

(管理人（男性）と、マンションへ引っ越してきた女性の会話)
女　あのう。
男　はい。
女　ゴミはどこへ出しますか。
男　地下にゴミ捨て場がありますから、そこへ出してください。
女　いつでもいいですか。
男　生ゴミや紙なんか、もえるゴミはいつでもいいです。
女　はい。
男　でも、かならずバケツに入れて、ふたをしてくださいよ。
女　はい。
男　ふたをしないと、ネコが中のものを出して食べますから。
女　はい、分かりました。
男　もえないゴミ、プラスチックやなんかは、水曜日に建物の裏においてくだ
　　さい。水曜日だけですよ。
女　はい。
男　空カンとかビンとかもね。
女　ええ。あの、乾電池は？
男　乾電池？
女　前にいた町では、乾電池を捨てるポストがいくつかあったんですが。
男　さあ、この辺にはないと思いますが。
女　ゴミはこまかく分けて出したほうが、処理がらくなんですね。出すほうは
　　面倒くさいですけど。
男　まあね。
女　物が豊かになって、ゴミが増えるから、処理がたいへんなんだそうですね。
男　そうですか。
女　お中元やお歳暮の時なんか、箱や包み紙がいっぱいになってしまって困り
　　ますね。
男　困りませんね。
女　え？
男　うちはもらわないから。
女　あ、そうですか。じゃ、また
(夫と妻がレストランで食事をしながら話している。)
夫　あ、そんなに残すの。
妻　うん、多いもの。
夫　そういうふうに残す人がいるから、ゴミが増えるんだよ。
妻　じゃ、ゴミにしないために、苦しくても残さないで食べなさいと言うの。
夫　ぼくはそうしている。
妻　だからふとるのよ。多い時は残さなきゃだめよ。　　
夫　ゴミ処理は現代文明の大問題なんだ。ゴミを出さないように努力するのが、現代人の義務だ。
妻　じゃ、言いますけど、あなたがいつも買ってくるラジオやレコードやカメラはどうなの。
夫　どうって？
妻　買ってもあまり使わないんだから、ゴミと同じよ。うちじゅうゴミだらけよ。
夫　それなら、君の洋服だって同じだよ。安いからといって買ってもほとんど着ないんだからゴミと同じじゃないか。
妻　そのうちに着るわよ。
夫　いま着ないものはゴミと同じだから、全部捨てれば、うちが広くなるよ。
妻　あなたがおもちゃを捨てれば、わたしも洋服を捨てるわ。
夫　でも、あまり捨てると、市役所がゴミ処理に困るだろうな。
妻　そうね。じゃ、捨てないことにしましょう。
